
トピックス＆ニュース

　
５
月
21
日
、
広
島
県
立
油
木
高
校
の
創
立
90
周
年
記
念

式
典
が
油
木
高
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
油
木
高

校
は
、
大
正
11
年
５
月
15
日
に
神
石
郡
立

神
石
農
学
校
と
し
て
開
校
し
、
卒
業
生
は

約
１
３
，
０
０
０
名
を
数
え
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
在
校
生
や
教
職
員
、
来
賓

ら
約
４
０
０
名
が
出
席
さ
れ
、
伝
統
を
引

き
継
ぐ
と
と
も
に
今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍

を
誓
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
式
典
終
了
後
、

さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー
で
広
島
交
響
楽
団

に
よ
る
音
楽
鑑
賞
教
室
が
行
わ
れ
、
広
響

の
演
奏
に
の
せ
て
全
員
で
歌
い
上
げ
た
校

歌
が
、
ひ
と
き
わ
誇
ら
し
く
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　
５
月
26
日
、
油
木
体
育
館
で
運
動
の
ひ
ろ
ば
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー
ウ
エ
ル
の
金
本
昌
子

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
ら
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た

後
、
実
際
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
、
普
通
に
歩
い
た
り
歩
幅
を

広
く
し
た
り
カ
ニ
の
よ
う
に
横
に
歩
い
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
歩
き
方
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

い
く
つ
か
の
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
運
動
や
交
流
を
深
め
た
参
加
者
ら

は
、「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
の
ひ
ろ
ば
は
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
、
内
容
も
３
名
の

講
師
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
指
導
に
当
た
れ
ら
ま
す
。
ど
の
会
場
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
一
緒
に
健
康
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？
詳
し
い
開
催
日
程
は
、
広
報
４
月
号
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
５
月
23
日
、
仙
養
ケ
原
ふ
れ
あ
い
の
里
芸
術
家
村

で
活
動
さ
れ
て
い
る
柴
岡
正
志
さ
ん
（
備
前
市
）
ら

４
名
が
、
社
会
福
祉
法
人
神
石
よ
つ
ば
会
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
は
、
仙
養
ケ
原
ふ
れ
あ
い
の
里
ま
き

ば
の
夢
工
房
で
行
わ
れ
た
備
前
焼
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
の

収
益
で
、
湯
呑
み
や
マ
グ
カ
ッ
プ
、
小
鉢
な
ど
を
市

場
価
格
の
半
額
以
下
で
販
売
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
寄
付
は
今
年
で
10
回
目
を
迎
え
、
神
石
よ
つ
ば
会

の
設
立
当
初
か
ら
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
柴
岡

さ
ん
ら
は
「
地
域
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
恩
返
し
に

な
れ
ば
」と
話
さ
れ
、よ
つ
ば
会
の
岩
谷
理
事
長
は「
財

政
的
に
厳
し
い
運
営
の
中
で
、
有
意
義
か
つ
適
正
に

使
わ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

油
木
高
校
創
立
90
周
年
記
念
式
典

運
動
の
ひ
ろ
ば
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　

〜
専
任
の
講
師
が
運
動
に
つ
い
て
指
導
〜

地
域
へ
恩
返
し　

備
前
焼
作
家
４
名
が
福
祉
施
設
へ
寄
付

中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
賞

　
藤
井
世
威
子
さ
ん
（
南
ゆ
き
）
が
行
政
相

談
委
員
と
し
て
長
年
の
功
績
に
よ
り
、
中
国

四
国
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
15
年
４
月
か
ら
行
政
相
談
委

員
と
し
て
町
民
と
行
政
の
間
に
立
ち
、
行
政

へ
の
苦
情
や
相
談
を
受
け
、
そ
の
解
決
に
あ

た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
５
月
16
日
に
行
わ

れ
た
、
行
政
相
談
委
員
制
度
50
周
年
記
念
式

典
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
町
道
の
取
り
付
け
や
地
籍
調
査
な
ど
の

境
界
線
、年
金
の
手
続
き
や
小
学
校
の
合
併
、

高
齢
化
に
よ
る
生
活
不
安
な
ど
、
そ
の
時
の
情
勢
を
反
映
し
た
も
の
や
公
衆
道
徳
の

問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
解
決
に
時
間
の
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
相
談
し
て
よ

か
っ
た
と
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
や
り
が
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

　みなさんの参加をお待ちしています。夏休みに親子で体験もできます。「看護体験」

「看護の日」イベントを開催しました

　看護の日の５月 12 日（木），今年度初めての「看
護体験」を開催しました。
　体験者３名は、白衣に着替え，看護の現場や普段見
られない施設の説明を受けました。また，午後からは，
血圧計や車イス・ストレッチャーを，患者の立場にたっ
て使用する方法を体験しました。

〜体験者のみなさんから〜
　看護師のみなさんの細かい気配りに，看護の仕事は，命を預かっている仕事だと改めて感じま
した。大変な仕事ですがやりがいのある仕事ですね。看護の仕事をたくさんの方に知っていただ
くことで，町立病院が町民に親しまれる病院であって欲しいですね。

　恒例の「看護の日」イベントを５月 26日（木）
町立病院外来フロアーで開催しました。
　ラップの芯を使い，イスに座ったままできる運
動の実践や，減塩けんちん汁の試食をしながらの
栄養指導，ソーシャルワーカーの医療福祉相談な
ど穏やかで楽しいイベントになりました。

「神石高原町立病院を守る会」の方々によるボランティア活動でプランターに花を植えていただきまし
た。病院を大切に思う気持ちによる活動に感謝し大切に育てたいと思います。ありがとうございました。

町立病院健康学習会「まめくらぶ」「皆様に愛され信頼される病院をめざして」
　５月 24 日（火），今年度も「まめくらぶ」が始ま
りました。第１回目の内容は，３年目を迎えた「町立
病院の概要」，通院や入院はもちろん，退院後の生活
や医療費などの心配事を相談できる「医療福祉相談
室ってどんなところ ??」と，病院の受付・会計・カ
ルテ管理・保険請求を行う「医事課の仕事」について
でした。
　小畑事務長の「たくさんのスタッフや地域の方に支
えられた病院をさらに地域に密着した病院にしたい」，
医療福祉相談室　神田さんの「ひとりで悩まず，小さ
なことでも相談してくださいね」，村上医事課長の「医

まめくらぶを楽しみにしています。
参加された　須田さん（高光）・村上さん（福永）

事課職員全員で，院内業務をスムーズに進行させるためのコーディネーターをめざしています」
の言葉に地域への愛と安心と心強さを感じました。
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